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四日市市条例第４３号  

四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例  

（四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正） 

第１条 四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（平成２７年四日市市条

例第９号）の一部を次のように改正する。  

 

改正後 改正前 

（給与に関する特例） （給与に関する特例） 

第７条 第２条第１項の規定により任期

を定めて採用された職員（企業職員

（地方公営企業等の労働関係に関する

法律（昭和２７年法律第２８９号）第

３条第４号に規定する職員のうち地方

公営企業に勤務する者をいう。以下同

じ。）を除く。以下「特定任期付職

員」という。）には、次の給料表を適

用する。 

第７条 第２条第１項の規定により任期

を定めて採用された職員（企業職員

（地方公営企業等の労働関係に関する

法律（昭和２７年法律第２８９号）第

３条第４号に規定する職員のうち地方

公営企業に勤務する者をいう。以下同

じ。）を除く。以下「特定任期付職

員」という。）には、次の給料表を適

用する。 

 号給  給料月額（円）    号給  給料月額（円）   

 １  ３９２ ,０００    １  ３８０，０００   

 ２  ４４０ ,０００    ２  ４２７，０００   

 ３  ４９２ ,０００    ３  ４７７，０００   

 ４  ５５５ ,０００    ４  ５３９，０００   

 ５  ６３４ ,０００    ５  ６１５，０００   

 ６  ７４０ ,０００    ６  ７１８，０００   

 ７  ８６４ ,０００    ７  ８３９，０００   

２から５まで （略） ２から５まで （略） 

  



（特定任期付職員の給与条例の適用除

外等） 

（特定任期付職員の給与条例の適用除

外等） 

第８条 （略） 第８条 （略） 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第

５３条の３及び第６０条の２第２項の

規定の適用については、給与条例第５

３条の３中「管理監督の職にあるもの

が」とあるのは「管理監督の職にある

もの及び任期付条例第２条第１項の規

定により任期を定めて採用された職員

が」と、給与条例第６０条の２第２項

中「１００分の１２７．５」とあるの

は「１００分の１７５」とする。 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第

５３条の３及び第６０条の２第２項の

規定の適用については、給与条例第５

３条の３中「管理監督の職にあるもの

が」とあるのは「管理監督の職にある

もの及び任期付条例第２条第１項の規

定により任期を定めて採用された職員

が」と、給与条例第６０条の２第２項

中「１００分の１２２．５」とあるの

は「１００分の１７０」とする。 

 

第２条 四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を次のように改正

する。 

改正後 改正前 

（給与に関する特例） （給与に関する特例） 

第７条 （略） 第７条 （略） 

２及び３ （略） ２及び３ （略） 

 ４ 任命権者は、特定任期付職員のう

ち、特に顕著な業績を挙げたと認めら

れる職員には、規則で定めるところに

より、その給料月額に相当する額を特

定任期付職員業績手当として支給する

ことができる。 

４ 第２項の規定による号給の決定及び

前項の規定による給料月額の決定は、

予算の範囲内で行わなければならな

い。 

５ 第２項の規定による号給の決定、第

３項の規定による給料月額の決定及び

前項の規定による特定任期付職員業績

手当の支給は、予算の範囲内で行わな

ければならない。 

  



（特定任期付職員の給与条例の適用除

外等） 

（特定任期付職員の給与条例の適用除

外等） 

第８条 四日市市職員給与条例（昭和２

４年四日市市条例第１５号。以下「給

与条例」という。）第５条の２、第６

条、第９条、第３０条の２から第３６

条まで、第４０条の２、第４５条から

第４７条まで、第５３条及び第５３条

の２の規定は、特定任期付職員には適

用しない。 

第８条 四日市市職員給与条例（昭和２

４年四日市市条例第１５号。以下「給

与条例」という。）第５条の２、第６

条、第９条、第３０条の２から第３６

条まで、第４０条の２、第４５条から

第４７条まで、第５３条、第５３条の

２及び第６０条の５の規定は、特定任

期付職員には適用しない。 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第

５３条の３及び第６０条の２第２項の

規定の適用については、給与条例第５

３条の３中「管理監督の職にあるもの

が」とあるのは「管理監督の職にある

もの及び任期付条例第２条第１項の規

定により任期を定めて採用された職員

が」と、給与条例第６０条の２第２項

中「１００分の１２５」とあるのは

「１００分の９５」と、給与条例第６

０条の５第２項中「１００分の１０

５」とあるのは「１００分の７７．

５」とする。 

２ 特定任期付職員に対する給与条例第

５３条の３及び第６０条の２第２項の

規定の適用については、給与条例第５

３条の３中「管理監督の職にあるもの

が」とあるのは「管理監督の職にある

もの及び任期付条例第２条第１項の規

定により任期を定めて採用された職員

が」と、給与条例第６０条の２第２項

中「１００分の１２７．５」とあるの

は「１００分の１７５」とする。 

  

（特定任期付企業職員の給与に関する

特例等） 

（特定任期付企業職員の給与に関する

特例等） 

第１１条 四日市市公営企業職員の給与

の種類及び基準を定める条例（昭和３

３年四日市市条例第１５号。以下「企

業職員給与条例」という。）第４条、

第４条の３、第５条から第７条まで及

び第８条の２の規定は、第２条第１項

第１１条 第２条第１項の規定により任

期を定めて採用された企業職員（以下

「特定任期付企業職員」という。）の

うち、特に顕著な業績を挙げたと認め

られる職員には、特定任期付職員業績

手当を支給することができる。 



の規定により任期を定めて採用された

企業職員（以下「特定任期付企業職

員」という。）には適用しない。 

２ 特定任期付企業職員に対する企業職

員給与条例第８条の３の規定の適用に

ついては、企業職員給与条例第８条の

３中「管理監督の職にあるもの」とあ

るのは、「管理監督の職にあるもの及

び四日市市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例（平成２７年四日市市

条例第９号。以下「任期付条例」とい

う。）第２条第１項の規定により任期

を定めて採用された職員」とする。 

２ 四日市市公営企業職員の給与の種類

及び基準を定める条例（昭和３３年四

日市市条例第１５号。以下「企業職員

給与条例」という。）第４条、第４条

の３、第５条から第７条まで、第８条

の２及び第１１条の規定は、特定任期

付企業職員には適用しない。 

 ３ 特定任期付企業職員に対する企業職

員給与条例第８条の３の規定の適用に

ついては、企業職員給与条例第８条の

３中「管理監督の職にあるもの」とあ

るのは、「管理監督の職にあるもの及

び四日市市一般職の任期付職員の採用

等に関する条例（平成２７年四日市市

条例第９号。以下「任期付条例」とい

う。）第２条第１項の規定により任期

を定めて採用された職員」とする。 

 

附 則 

（施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２条の規定は、令和７年４月１

日から施行する。 

２ 第１条の規定（四日市市一般職の任期付職員の採用等に関する条例（以下「任期

付条例」という。）第８条第２項の改正を除く。）による改正後の任期付条例の規

定は、令和６年４月１日から適用し、第１条の規定（任期付条例第８条第２項の改

正に限る。）による改正後の任期付条例の規定は、令和６年１２月１日から適用す



る。 

（給与の内払） 

３ 第１条の規定による改正後の任期付条例の規定を適用する場合においては、第１

条の規定による改正前の任期付条例の規定に基づいて支給された期末手当は、改正

後の任期付条例の規定による期末手当の内払とみなす。  

（総務部人事課） 

 


